
施策評価シート

目標水準

大項目 03 地域を基盤にした区政の推進

新宿区民会議への参加数
（

　区民は、地域を生活の場とし、地域で様々な課題に直面します。区は、こうした地域で日々営まれる区民生活
の実態やそこで発生する課題に対応するため、常に地域に目を向けると同時に、地域からの視点を重視したま
ちづくりをすすめていくことが重要です。そのために、地域における区民の創意を大切にし、地域ごとの計画づく
りを支援します。
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施　策 01 地域を基盤にした区政の推進
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　区と区民や地域団体、ＮＰＯ、企業等とが、互いに尊重・協働しながら基本構想の見直し及び新たな基本計画の策定に
取組むことにより、参画と協働による、地域や区民生活の実態に根ざした計画づくりを進め、区民と行政が将来のまちづ
くりの方向性を共有できるようにします。
　各地区において、地区協議会が機能していくことで、地域の自治意識の高まりと自らの発想で地域課題を解決する力
の醸成を図ります。

　区民や地域団体、ＮＰＯ、企業等が区民の目線から基本構想・基本計画原案を検討することにより、区民生活の生活実
態に対応した、区民にとって自分たちの生活と区の施策とのつながりが分かりやすい計画づくりを行ないます。また、各
特別出張所の地域単位で、区民の区政への参画及び地域課題を解決する場として設立した地区協議会が、議論と意見
交換を行うことで、区政への参画を促すとともに、自らの発想と力で地域課題を解決する役割を担うことにより、住民自治
の拡充を図ります。
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実績１② 人  

地区協議会の運営
各分科会及び各課題プロジェクトごとに月
１回程度の会議を開催する。
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課題

評価

　基本構想、基本計画の策定にあたっては、区民会議及び地区協議会の提言・意見を尊重した審議会答申の内容を踏ま
え各計画素案を作成し、パブリック・コメントを実施するとともに、各地域ごとに説明会を開催し、区民及び各地区協議会か
ら意見をいただき区案をまとめていきます。
　また、地区協議会については、より一層の周知を図り、地域コミュニティの核となり、「区政参画」「地域課題の解決の場」
として、自主・自立的組織となれるよう区は支援していきます。

施策を構成する計画事業

所管部

　　平成１７年６月に区民検討組織である「新宿区民会議」を立ち上げ、基本構想、基本計画に盛り込むべき内容について
検討いただき、平成１８年６月に基本構想、基本計画について提言書を区長に提出していただきました。この提言書を受け
基本構想審議会を設置し審議いただきました。また、平成１８年８月に１０箇所の地区協議会から地区の将来像を検討した
地区別まちづくり方針意見書が区長に提出されました。地区協議会では、主にまちづくり関連・安全安心関連及び福祉に関
する分科会を設け、活発な議論が行われました。

主な取組み

企画政策部・地域文化部

今後の取組み・改革の方針

総　　　　合　　　　評　　　　価

　区民会議の提言書を尊重した審議会答申を踏まえた区素案づくりを行うとともに、区素案に対する区民意見を聴く必要が
あります。
　区は、地区協議会の自主性を重んじながら、その活動の充実が図られるように協議会の位置づけを明確化し、一定の責
任と権能を付与するための仕組みづくりを検討していく必要があります。地区協議会が多くの区民との協働を進め、地域の
自治意識を高め、地域課題の解決に向けての取組みを通じて「皆でまちを担うしくみ」として地域に根ざすことが重要です。

※　区民会議には当初想定した以上の区民等の参画を得られ、月２回の定例的な会議以外にも自主的な打ち
合わせが行なわれるなど、非常に活発な活動が行われました。その検討成果を提言書としてまとめていた
だくことができました。
　また基本構想審議会では活発な議論をいただき、区民会議の提言を尊重した答申を得ることができまし
た。
　以上により基本構想、基本計画策定の過程が順調に進捗するとともに、区民会議参加者のまちの担い手
としてのこれからの活躍を大いに期待することができます。
　また、地区協議会が１０地区で設立されたことは、これからの新宿区における住民自治のあり方を考えるう
えで、極めて意義があります。地区協議会には、４４８人の区民等の方が委員として参加し、常設の機関とし
て、区政への参画と地域の課題解決に向けた取り組みがなされていることは、新たな住民自治の第一歩を
記したものと評価します。こうした活動の積み重ねにより、地域における人々の交流や連携を深めていくこと
ができます。
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地区協議会の設立・運営（地区協議会と
の協働）
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区民との協働による基本構想・基本計画
づくり
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